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・防災委員会設立のきっかけ 

一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 

  新潟県中越地震が発生 
当会に、被災地住宅相談の 
支援要請があったが、 
 体制がなかった！！ 
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①．神奈川県建築士会・防災委員会の経緯 

• ２００５．５ 防災特別委員会の設立 

  

 2004年の新潟県中越地震の被災地住宅相談 

 の活動を機に、防災に対する意識が高まる。 

 

 建築士として、日頃より、防災に関するスキ 

 ルＵＰ、情報収集、準備の必要性がある。 

一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 
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• ２０１１．５ 防災委員会となる 
  
 特別委員会ではなく、他の委員会と同じように 
 日頃の活動も期待されるようになる。 
 
 
 
 
 
 
・ ２０１３ 
 一般社団法人神奈川県建築士会となる 
     ・防災委員会規程作成 

一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 
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• 地震大国（災害大国）の日本、被災した地域への支援
だけでなく、被災する可能性も高い現状を把握。 
 

• 新潟県中越地震により、突然の被災地住宅相談の要
請に対し、相談員の確保、準備に初めての体験で、大
変苦労した。 

  （現地状況が分からない、どこまでの準備が必要か、 
  連絡が行き届かないなど。。。。。） 

 
・ 突然の災害に備えが重要 
  被災地住宅相談の体制づくり開始  
     ・防災連絡網の作成 
     ・相談員の確保（相談員の登録制） 
     ・マニュアル作成 
     ・他団体との協定 

一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 
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一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 
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（一社）神奈川県建築士会防災連絡網 
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一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 

＊他団体との協定等 災害時の住宅相談 

①神奈川県大規模災害対
策士業連絡協議会

･･･神奈川県大規模災害対策

数多くの専門知識を有する
民間団体等が人材を組織し、
緊急･応急･復興事業を迅速
かつ円滑に進めるための支援
体制・予防対策に寄与する。

②神奈川県
･･･神奈川県における大規模
　　　災害発生時の住宅対策

本県で災害が発生した場合に
持家再建支援の一環として
住宅相談を行う。

③関東甲信越建築士会
　　ブロック会

･･･被災地住宅相談
　　　　　　キャラバン隊

他県(関東甲信越)で災害が
発生した場合に住宅相談を
行う。
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一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 

①神奈川県大規模災害対策士業連絡協議会 
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一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 

②神奈川県 

「神奈川県被災住宅再建支援マニュアル」改定版説明会風景 

災害は、県内の
どこで発生する
かを、確実に予
測する事ができ
ません。 

しかし、地震の
確率が高くなっ
ている昨今、神
奈川県と建築士
会の実践的な協
力体制を整える
事が、急務と思
われます。 

神奈川県県土整備局建築住宅部住宅計画課住宅企画グループの二氏による改
定マニュアル（平成27年4月）説明と防災委員会との意見交換会が行われた。 
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一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 

③関東甲信越建築士会ブロック会 

協定関係にある１都９県（東京・神奈川・千葉・埼玉・茨城・栃木・ 
                 群馬・山梨・長野・新潟）への災害支援 

被災地住宅相談キャラバン隊（通称：キャラバン隊）について 
 

被災した市町村の要請を受けた県が、被災地住宅相談を、国の協
力のもと、 
同県の建築士会への支援要請を行います。 

県外における被災地支援です。 
 
                 要請を受け、被災地住宅相談が出来る 

                 会員が集まり、グループでまとまり、 
  専門知識のある建築士が被災地で住宅相談を行う事 
       を「被災地住宅相談キャラバン隊」と言います。 
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一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 

 ＊今年度の主な活動 

１．県土整備局建築住宅部住宅計画課と 
  意見交換会（6月12日） 
（仮称）神奈川県被災地住宅相談・災害時支援要請対応マニュアル 
 

２．講演会 （9月13日） 

  建築士として、防災の備えの１つ「社会貢献」について学ぶ 

     講師： 日本女子大学家政学部住居学科教授  平田京子 

３．建築士会全国大会さいたま大会（10月26日） 

     防災まちづくりセッション（被災地からの報告等） 
 

４．防災コラボセミナー（11月17日） 
 災害図上訓練 DIG   
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一般社団法人 神奈川県建築士会・防災委員会 

＊今後の課題として 

１．神奈川県自体が被災県になり、他県 
  からのキャラバン隊（被災地住宅相 
  談員）の応援を受け入れる時のコー 
  ディネイトできる人材の養成、業務の 
  具体的な内容の広報活動、地域行政 
  との関係をどう構築するかを考えて 
  いく必要がある。 
 
 

２．建築士会が応援受け入れの一端を 
  担うには、建築士として何が必要な 
  のか？ 
  防災に関する地道な活動や情報発 
  信を継続的に行うには？行政、地域 
  自治会、各団体等との連携を、どの 
  ように構築できるのか？ 
  課題は、山積みです。 
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